
家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係
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　　［方法］　米国ペンシルヴェニア州フィラデルフィア市における世代間交流プログラム

について、特に1997年８月から19 98年１月まで実際にそのプログラム活動に参加し、観察し

た内容を分析し総合することによって、日本における現在までの世代間交流プログラムの

特色と、これからの必要性、現実性を明らかにする。

　　Ｅ結果３　　フィラデルフィア市の世代間学習センターでは、この間, 16プログラムが実

際に行われていた。それらは「年齢を越えて」(Across Ages)、経験知識軍団（Experience

Corps)、家族の友人(Family　Friends) ,満員劇団(Full　Circle　Theater　Troupe)、おば

あちゃんの子供(Grandma' ｓ　Kids) ,プロジェクト　・オープン(Opportunities　for Produc -

tivity, Empowerment　and Nurturingに　中休み(Time Out)などである。高齢者は、経験と

知識の宝庫であ0 ,多くの若い世代を援助し、支えることができると同時に、若い世代も

高齢者から文化や伝統を引き継ぐ一方で、新しい科学技術や知識を与えることができる。

これらのプログラムの多くは、日本でも適用可能と考えられる。

Ｉ Qp－ ９ 女子大生の家庭環境と将来への希望との関連

○岡　佐智子（大谷女子大）

目的：女子大生をもつ母親の今後の生き方は既に報告＊した。ここでは調査した母親の娘

である女子大生の育てられ方の実態、および将来希望している生き方と自分の家庭環境と
の関連についての結果を報告する。

方法：1 ）調査時期：平成９年１月　2）有効回答数　3 2 3部　調査項目:（A）家族と
の生活についての満足度（B）家庭のしつけ（C）親に対する現在の思い（D）現在の学生

生活（E）将来希望する生き方　3）m査結果の処理：調査項目統計処理は（SL-MICRO）を
用いて処理、分析した。

結果：家族との生活の満足度は、家庭の雰囲気は9 5 ％が、経済状態は8 8 ％がまあまあ

満足と感じている。母親には自分に対しての理解や期待が父親より高いと感じており、日
常生活でのつなかりの深さが母親との方にあることが分かる。独立後も親と経済的・精神

的に相互の援助をしあうと考えている。家庭の経済状態か良いとする学生は、独立後も親

に援助を求めるだろうとの割合が高く、また援助してくれると思っている。半数が仕事を
継続する生き方を望み、充実した家族関係や経済的な豊かさを求めている。また、仕事を

継続するとの学生は生きかいのある仕事に就きたいとする割合が高い。教育学専攻の学生

は、身近に教育に携わる人の影響を受けて将来の職業を希望している。母親の4 7％は、
結婚しても仕事を続けて欲しいと望み、その母親は娘に手助けをしてやりたいとする傾向

がある。母と娘間相互の思いの期待とずれについても検討した。
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